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１．適用範囲 

 iTECS法を用いてコンクリート構造物の部材厚さを試験する方法を規定する。 

【解説】 

a)試験方法の特徴 

 コンクリート表面から入力した弾性波は，コンクリートと音響インピーダンスの異なる材質との境

界面で反射し，その後，入力面と反射面で多重反射する性質がある。本法は，この性質を利用して，

i)弾性波速度，ii)コンクリート背面で反射する弾性波の往復時間，i)，ii)を以下のとおり求め，両者か

らコンクリート構造物の部材厚さを求める手法である。 

i)弾性波速度の測定方法について 

 弾性波速度の測定方法には解説図 1に示す，(a)弾性波の伝搬時間差をコンクリート表面で測定す

る方法（以下，表面伝搬時間差法という），(b)弾性波の多重反射による 1次共振周波数を利用した

測定（以下，多重反射法という）がある。多重反射

法は実際のコンクリート部材厚さが既知である場合

に適用できる。それ以外の場合では，弾性波速度は

表面伝搬時間差法により測定する。 

ii)コンクリート背面で反射する弾性波の往復時間の

測定方法について 

 コンクリート背面で反射する弾性波の往復時間は，

多重反射法により測定する。 

b)制約条件 

 以下①～③の条件を全て満たすコンクリートに対し

て適用される。詳細については，「iTECS法規格：測
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解説図1 コンクリート構造物の部材厚さ試験に用いる弾性波速度の測定方法 
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解説図2 本法による部材厚さの推定精度 
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定 01 多重反射による 1次共振周波数の測定方法 １．適用範囲」を参考にされたい。 

①厚さが 100mm以上 2500mm以下である。 

②背面が地盤等と完全に密着していない状態である。 

③測定面と対向反射面が平行とみなし得る形状であり，幅，長さが厚さの 0.5倍程度以下，または，6

倍程度以上である。 

c)測定精度 

 測定精度の例として，実構造物および供試体で本法により測定した部材厚さと，標準コア等による

部材厚さ計測結果との比較を解説図 2に示す。設計厚さ 100mm～2500mmのコンクリートでの本試験

による測定精度は±5％である。 

 

２．測定装置 

 「iTECS法規格：測定 01 多重反射による 1次共振周波数の測定方法 ２．測定装置」および「iTECS

法規格：測定 02 弾性波の伝搬時間差の測定方法および伝搬時間差による弾性波速度の測定方法 ２．

測定装置」を満足する試験機器を使用する。 

 

３．装置の点検 

(1)定期点検 

 装置は定期的に点検する。 

(2)始業前，終業後の点検 

 測定開始前，終了後には，装置が正常に作動していることを確認する。 

【解説】 

(1)について，(2)について 

 点検方法の詳細については，「iTECS法規格：試験 00 iTECS法で使用する装置の定期点検方法」に

示す手順とする。 
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４．試験方法 

(1)弾性波速度測定方法 

 1)表面伝搬時間差法による測定 

 ①弾性波の伝搬時間差の測定 

  「iTECS 法規格：測定 02 弾性波の伝搬時間差の測定方法および伝搬時間差による弾性波速度の

測定方法 ３．伝搬時間差の測定方法」により，受信センサー1と受信センサー2での弾性波の伝搬

時間差を測定する。 

 ②弾性波速度の測定 

  「iTECS 法規格：測定 02 弾性波の伝搬時間差の測定方法および伝搬時間差による弾性波速度の

測定方法 ４．弾性波速度の測定方法」により，弾性波速度を有効数字 3桁で測定する。 

 2)多重反射法による測定 

 ①コンクリート内部を多重反射する周波数の測定 

  「iTECS法規格：測定 01 多重反射による 1次共振周波数の測定方法 ３．多重反射による 1次共

振周波数の測定方法」により，コンクリートの厚さ方向に多重反射する周波数を有効数字 3桁で測

定する。 

 ②弾性波速度の決定 

  測定した周波数と実際のコンクリート部材厚さから弾性波速度を有効数字 3桁で測定する。 

(2)弾性波の多重反射による 1次共振周波数の測定方法 

  「iTECS法規格：測定 01 多重反射による 1次共振周波数の測定方法 ３．多重反射による 1次共

振周波数の測定方法」により，弾性波のコンクリートの厚さ方向での多重反射による 1次共振周波

数を有効数字 3桁で測定する。 

(3)部材厚さの計算方法 

 「(1)弾性波速度測定方法」で測定した弾性波速度と「(2)往復時間の測定方法」で測定した周波数

から，部材厚さを計算する。 

【解説】 

(1)について 

 弾性波速度はコンクリートの弾性係数，密度，ポアソン比によって変化する。従って，これらの条

件に大きな差がない場合（例えば同一部材）では，厚さを測定する全測定点で弾性波速度を測定する

必要は無く，代表的な測定点で弾性波速度を測定すれば良い。 

 既設構造物でコンクリート表面の乾燥等の影響がある場合には，表面伝搬時間差法による測定方法，

弾性波速度の算出方法に注意する必要がある。「iTECS 法規格：測定 02 弾性波の伝搬時間差の測定

方法および伝搬時間差による弾性波速度の測定方法 ４．弾性波速度の測定方法」を参考にされたい。 

 多重反射法では，実際のコンクリート部材厚さが目視等で確認できる場合に適用する。弾性波速度

VPは実際のコンクリート部材厚さ Dと，測定した周波数 f0から解説式(1)により計算できる。 

   DfV 0P 2=      解説式(1) 
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(2)について 

 周波数解析方法について，iTECS法では，最大エントロピー法又は測定波形の相関関数を求め，相

関関数に対して FFT解析を行う方法（相互相関法）を採用している。最大エントロピー法による解析

を基本とするが，最大エントロピー法では部材厚さの厚いコンクリート（厚さ 1500mm程度以上）で

は，正確な周波数を測定できない可能性がある。この場合には，相互相関法により解析をする。詳細

については，「iTECS法規格：測定 01 多重反射による 1次共振周波数の測定方法 ３．多重反射によ

る 1次共振周波数の測定方法」の解説を参考にされたい。 

 

(3)について 

 部材厚さ Dは，弾性波速度 VPと測定した周波数 f0から解説式(2)により計算できる。 

   0P 2 fVD =      解説式(2) 

 部材厚さを計算した結果，厚さの等しい同一部材の他点での測定結果や，設計図書等と比較して測

定結果が異常値であるのかを確認する必要がある。異常値となる場合には，質量が異なるインパクタ

ーで再度測定する。再度測定した結果においても異常値となる場合には，測定点近傍のコンクリート

内部に欠陥が存在するものと判断し，「iTECS 法規格：試験 03 コンクリートの内部欠陥探査」を適

用する。 

 ここで異常値とは，本法の測定精度は「１．適用範囲」に示したとおり±5%であることから，健全

部での測定結果より 5%以上変化する値であると考えられる。 

 

５．報告 

 報告する事項は次のとおりである。 

(a) 試験年月日，試験場所，試験者名 

(b) 構造物とコンクリートに関する記録 

(c) 試験箇所の概要（構造物の概要，試験箇所位置図，配筋図，コンクリートの強度，試験材齢など） 

(d) 測定装置の型式，製造番号 

(e) 部材厚さの測定結果 
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